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生活支援員制度の意義

安
芸
高
田
市
の
高
齢
化
は
、
全
国
平
均
よ
り

早
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
お
り
、
将
来
に
亘

り
高
齢
者
を
持
続
的
に
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
将
来
を
見
据
え
る
持
続
可
能
な

福
祉
の
方
向
性
を
示
す
た
め
、「
高
齢
者
福
祉

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
基
本

理
念
は
、『
高
齢
者
の
健
康
を
維
持
・
増
進
し
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と

が
出
来
る
社
会
を
構
築
す
る
』
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
充
実
さ
せ
、
介
護
・
予
防
・
医
療
・

生
活
支
援
・
住
宅
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ

目
な
く
提
供
し
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
生
活
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

国
は
、
将
来
に
亘
っ
て
持
続
可
能
な
支
援
体

制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
受
益
者
負
担
の
原
則

の
も
と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
要
件
の

厳
格
化
（
入
所
要
件
を
原
則
と
し
て
要
介
護
３

以
上
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
が
で
き

る
た
め
に
は
、「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
」
の

理
念
に
基
づ
く
、
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助

が
そ
れ
ぞ
れ
有
機
的
に
機
能
す
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
ら
福
祉
施
策
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

市
が
直
接
実
施
す
る
介
護
認
定
の
ほ
か
、
社
会

福
祉
協
議
会
・
民
生
委
員
児
童
委
員
・
振
興
会

等
の
協
力
に
よ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
げ
ん
き

教
室
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
安
否
確
認
・
配
食

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
者
支
援
・
子
育
て
支
援
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
は
、
市
民
の
皆
様
が
よ
く
ご
承
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
深
く
感
謝
を
し
て

お
り
ま
す
。

一
方
で
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴

う
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
地
域
で
支
え
あ

う
「
も
や
い
」
に
よ
る
相
互
の
安
否
確
認
が
崩

壊
し
て
い
る
状
況
の
中
、
市
民
の
皆
様
か
ら
、

将
来
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
が
出

来
な
い
と
い
う
不
安
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
実
際
に
多
く
の
高
齢
者
の
方
が
市
内
外
の

施
設
に
２
〜
３
か
所
の
申
し
込
み
を
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。
仮
に
施
設
に
入
所
さ
れ
て
も
、
介

護
度
が
要
介
護
２
以
下
に
改
善
し
た
場
合
は
国

の
基
準
に
沿
っ
て
退
所
を
求
め
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
不

安
を
与
え
る
こ
と
は
、
行
政
と
し
て
深
く
反
省

を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
は
、
行
政

が
責
任
を
持
っ
て
高
齢
者
の
方
々
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
（
生
活
の
様
式
）
を
把
握
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
こ
の
役
割
を
担
う
の
が
「
生
活

支
援
員
」
で
す
。

「
生
活
支
援
員
」
の
仕
事
は
、
地
域
の
実
態

を
隈
な
く
把
握
（
週
２
回
程
度
の
電
話
と
月
２

回
程
度
の
訪
問
）し
、行
政
に
報
告
し
ま
す
。「
生

活
支
援
員
」
が
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

市
民
の
皆
様
の
生
活
・
健
康
状
態
に
応
じ
た
最

適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
こ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
地
域
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
行
政
施
策
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、「
生
活
支
援
員
制
度
」
を
、
今
後
、
市

民
の
皆
様
に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
基
本

理
念
を
具
現
化
す
る
た
め
、
効
果
的
に
活
用
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
行
政
と
し
ま
し
て
も
、
効

率
的
な
福
祉
施
設
の
建
設
・
運
営
を
行
う
こ
と

は
、
将
来
に
亘
っ
て
の
行
財
政
改
革
の
一
助
に

な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
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